
新型コロナウイルス感染問題下での小規模保育事業の実態調査 
 
回答：１１４園（５７％） 
 
1．緊急事態宣言発令時と現在の利用状況の変化について 
１）利用率実績【1日の平均利用人数÷定員】（注）土曜日除く 

 
2）利用自粛の市の通知が出された際、どのように対応されましたか？ 
・市の通知は参考程度で各家庭の保育必要度による対応：７８　 
・市の通知記載の職業要件に当てはまる家庭のみ預り：３０ 
・原則休園：０ 
 
3）コロナの影響による預り状況の変化について 
・登園自粛要請解除後も利用日数・時間の変更があった：５８ 
・変化なし：４３ 
・契約者・予定者の退園があった：２５ 
 
上記3）で退園ありの場合の人数 
・1名：１６ 
・2名：８ 
・3名：１ 
上記3）で退園ありの場合の理由 
・新型コロナウイルスへの感染を懸念し、自宅で保育するため：１１（育休延長、就職延期を含む） 
・保護者の離職・退職のため：５　等 
 
2．保護者対応 
1）保護者の働き方の変化はありましたか？ 
・在宅勤務の保護者が増えた：９０ 
・変化なし：２０ 
・離職した保護者がいる：１５ 
 
2）気になったこと・受けた相談の内容 
・職業要件に該当しないが保育必要、在宅勤務だけど預けたい：９２ 
・長期間、長時間の子どもとの過ごし方が分からない：３１ 
・職が見つからない不安・職を失う不安を感じている：２８　等 
 
3）保護者へのサポートは、今後、何が重要だと思いますか？ 
・孤育て家庭が増えると想定されるため、園が相談相手となったり、地域の子育て仲間とのつながりを 
作る場を提供する体制の強化：６７ 

・子どもの育ちや生活に関わる不安：５６ 
・求職期間の延長：４１ 
 
3．園として利用自粛期間に取り組んだことはありますか？  
・手紙・園便りなどを頻繁に発信した：８９ 
・電話による個人面談：５０ 
・内部研修に力を入れた：４３　 
 
 
4-1. 感染予防対策として取り組んでいることを以下の中から選んでください。（衛生対応） 



手指消毒の強化：１１４ 
検温の強化：１１３ 
玩具、環境の消毒回数増：１１０　 
 
4-2. 感染予防対策として取り組んでいることを以下の中から選んでください。（運営での対応） 
・行事やプールの中止、縮小：９７ 
・入口（玄関）外での受け入れ、送り出し：８７ 
・午睡時のソーシャルディスタンス（布団の間隔をあける）：７４ 
 
 
5．園運営で困った（ている）ことは何ですか？ 
・登園自粛ルールなどを保護者に理解してもらうのが困難だった：５４ 
・感染予防対策における経費の増加：３８ 
・特別有給休暇など職員の待遇：３４ 
 
6-1．判断に悩んだり、直面した課題があれば教えてください 
・感染予防対策：18 
・保育士の労働環境・体調：７ 
・保育内容・保育体制：７ 
・情報提供の在り方：４ 
・感染（濃厚接触）判明時の開所の判断等：３ 
 
 
6-2．第２波、第３波に向けて横浜市として対応してほしいことや、その他ご意見があればお書き
ください。 
・保護者に対する市からの情報発信：２４ 
・家庭保育・総合窓口・バックアップ：１２ 
・感染予防のための環境・備品の支援：８ 
・保育園運営（開所、閉所、開所時間、施設、職員配置）：７ 
・職員の処遇改善～手当等　６ 
・緊急時の柔軟な人員配置対応を可能に　　４ 
・保育園等での感染発生事案に関する情報提供　４ 
・保育者のPCR検査の実施　３ 
・保育料減免　　３ 
・保育園での感染発生→閉所となった場合の、緊急受け入れ園　１ 
・保護者の相談窓口の設置　１ 
 
 


